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中国 123 56.2 
韓国 20 9.1 
台湾 10 4.6 
モンゴル 4 1.8 
東南アジア 
マレーシア 16 7.3 
ベトナム 13 5.9 
タイ 7 3.2 
カンボジア 5 2.3 
ラオス 3 1.4 
南アジア 
バングラディッシュ 3 1.4 
ネパール 2 0.9 
スリランカ 1 0.5 
中
東 
イラン 1 0.5 
サウジアラビア 9 4.1 
ヨーロッパ 2 0.9 












文 74 47.4 23 36.5 97 44.3 
理 82 52.6 40 63.5 122 55.7 





17 10.9 19 30.2 36 16.4 
母国の高校を卒業した後 104 66.7 15 23.8 119 54.3 
母国で就職し、退職後 18 11.5 17 27.0 35 16.0 
母国の大学や大学院の交
換留学生として 
1 0.6 5 7.9 6 2.7 
その他 13 8.3 6 9.5 19 8.7 
不明 3 1.9 1 1.6 4 1.8 













































































































1 家族と幸せに暮らしたい? 63.9  
2 家族を豊かにしたい? 54.8  
3 安定した生活を送りたい? 46.1  
4 得意なことや好きなことを追求したい? 43.4  
5 毎日を気楽に暮らしたい? 42.9  
6 母国や地元の発展に貢献したい? 38.8  
7 社会に貢献したい? 37.0  
8 収入や財産を増やしたい? 34.2  
9 母国との架け橋になりたい? 33.3  
10 出世したい? 26.9  
11 挑戦の多い人生を送りたい? 25.6  
































































先端の技術やビジネスの進め方を学べるから? 73 55.7 
母国など、さまざまな国と取引ができるから? 29 22.1 
日本で人脈やネットワークを持ちたいから? 22 16.8 
友達が日本で就職する（した）から? 4 3.1 
母国の方が就職が難しいから? 11 8.4 
母国より日本に親しみを感じるから? 9 6.9 
母国の事情や就職状況がよくわからないから? 9 6.9 
日本の方が給与が高いから? 42 32.1 
もう少し日本や日本語について学びたいから? 45 34.4 
家族が住んでいるから? 3 2.3 
日本でもっと暮らしたいから? 34 26.0 
たまたま就職先が見つかったから? 1 0.8 
その他? 3 2.3 
不明? 5 3.8 








N=219 人数 割合（%） 
希望している 119 54.3 
現在は希望していないが以前は就職活動をしていた 12 5.5 
希望していない 78 35.6 
その他 9 4.1 
不明 1 0.5 





















N=131 人数 割合（%） 
日本企業に就職 72 55.0 
日本の外資系企業に就職 37 28.2 
日本の学校で教員になる 4 3.1 
日本で起業 3 2.3 
日本の研究機関に就職 7 5.3 
その他 4 3.1 
不明 4 3.1 


















































N=219 人数 割合（%） 
知識や学力に 
関するもの 
日本についての知識 108 49.3 
日本人の特徴や考え方への認識 106 48.4 
日本語力 145 66.2 
専門知識 92 42.0 
（専門知識以外の）学力 19 8.7 
経験や強みに 
関するもの 
人間関係を築く力 45 20.5 
努力や頑張る力 72 32.9 
課題を見つけ、解決していく力 23 10.5 
幅広い視野や考え方 63 28.8 
行動力や主体性 18 8.2 
自信 32 14.6 
自分の生活や健康を管理する力 37 16.9 
異文化体験 65 29.7 
その他 0 0.0 
得たものはない 0 0.0 
不明 2 0.9 


















































?????? 人数 割合（%） 
日本語能力? 81 61.8 
母語の能力? 38 29.0 
日本語・母語以外の外国語の能力? 41 31.3 
専門知識? 72 55.0 
働いた経験? 41 31.3 
日本の事情についての理解や知識? 52 39.7 
母国の事情についての理解や知識? 24 18.3 
人脈・ネットワーク? 17 13.0 
さまざまな文化に対する理解や関心? 40 30.5 
資格・特技? 17 13.0 
性格や特性? 10 7.6 
その他? 1 0.8 
活かしたいもの、活かせるものはない? 0 0.0 
不明? 8 6.1 






























  社数 割合（%） 
業
種 
建設業・製造業 54 53.5?  
卸売業・小売業 16 15.8?  
サービス業・その他 31 30.7?  





30 人未満 4 4.0?  
30～99 人 24 23.8?  
100～299 人 26 25.7?  
300～999 人 26 25.7?  
1000 人以上 20 19.8?  
無回答 1 1.0?  






栃木 86 85.1?  
それ以外 15 14.9?  
































































































































? ? 業? 種? 外国人?留学生数? ? ? 業? 種?
外国人?
留学生数? ? ? 業? 種?
外国人?
留学生数?
①? 農業機械製造? ?? ②? 自動車部品製造? ?? ③? 医療用機器製造? ???
④? 医療用機器製造? ?? ⑤? 医療用機器製造? （?）? ⑥? 食品機械製造? ??






⑩? 学習塾? インターン生 ?? ⑪?
食堂運営、?
ケータリング? ?? ⑫? 金融? ??
（? ）は以前に雇用していて現在はいない 
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ものであった。すなわち、調査から得られたその姿は、日本人学生と同年代でどちらかというと内向
きな価値観を持つ者が多いなど似た特徴が見られる。強い意志と目的を持って来日というよりも、漠
然とした理由のもとに来日している者が多く、現実生活から抜け出したい等多様な個人的状況が見ら
れ、留学の「大衆化」とでもいえるような状況にある。留学生は若くして母国を離れ異国での経験を
積み重ねていく途上にあって、また、母国の経済や家族等の環境要因によって、ライフプラン、キャ
リアプランをどう作っていくのか、ともすれば母国と日本の間で立ち位置・アイデンティティをどう
確立するかさえも課題である。その点で、同世代の日本人学生以上に大きな課題をかかえていると考
えられる。また、典型的なグローバル人材と言うよりは、馴れ親しんだ地元栃木県や首都圏で就職し
て暮らしたいというタイプが想定以上に多いことも指摘できる。留学生にとって母国の労働市場やビ
ジネス社会は未知の世界であり、その中で日本の企業、雇用システム、就職活動のやり方等の日本独
特の事情を理解しながら就職し自らのキャリア形成を図っていく必要がある。また、留学で得たもの、
自分の強みの分析も不十分で、何を重視して企業選択するかの基本的な理解が不十分であることが見
える。実際に、就職活動に様々な点から不安を感じている姿が調査から明らかになった。これは日本
人学生と共通の課題でもあり、さらに、それ以上の支援が必要でもあるといえる。ヒヤリング調査か
らも、学びと将来の関係を検討するきっかけを持てなかった、或いは専門とまったく異なる分野にし
か仕事がない、などの場面に遭遇する事例があがっており、前述したように、見えにくい情報の多い
日本の就職活動を乗り切るためにも、人とのネットワークが重要で、日本人の友人も含め、何らかの
サポートが不可欠である。
企業調査からは、県内企業の留学生に対する意識や採用の実態が明らかになった。特に、経営のグ
ローバル化はまだ多くの企業で初期の段階にあった。そこでの留学生の採用人数は限定的であり、ま
た、日本語のコミュニケーションやチームワークがとれるなどできるだけ日本人と変わらぬ人材が求
められる傾向がある。一方で、国内限定事業の企業においても留学生の採用が見られ、まさに日本人
の代替として、「日本人と差のない」能力が期待され、より一層「日本人らしさ」が求められる。また、
採用経験のない企業に顕著であるが、雇用する前に留学生の採用・雇用に不安とネガティブなイメー
ジを抱いて門を閉ざしている企業が多いということが明らかになった。
＜留学生の就職促進のための方策について＞
以上の調査結果と考察を踏まえて、地元企業においてさらに留学生の就職を増やすには具体的にど
うしたらよいかを考えたい。世界経済のグローバル化の中で、県内企業のグローバル化も避けて通れ
ず、また、地域・産業の活性化にとっても必要と思われる。各企業が一層の海外展開のステップを上
げるためには経済団体や行政の支援も必要であろう。こうしたグローバル展開に伴い、人材、すなわ
ち、「日本人らしい」留学生ではなく、個別の国籍を問わない「グローバルな人材」としての能力を持
つ人材が求められることとなり、この場合、留学生の側としても、母国語だけではなく他の言語や真
の国際感覚・経験を培い、グローバルに活躍できる人材として自らの能力開発を行う必要があり、大
学などの教育機関としてもその育成に尽力する必要がある。
しかしながら、同時に、数多く在学している留学生の就職を現実問題として進めていく必要がある。
調査結果から、こうしたグローバル企業の段階に至らない、あるいは、完全に国内限定事業をしてい
る多くの地元企業においても、顧客の多国籍化や取引先の国際化などが予想され、国内外の事業から
のグローバルな人材需要は増え、留学生が県内企業で活躍する可能性は増加すると思われる。現に、
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企業調査結果から今後の留学生の採用可能性が明らかとなった。留学生採用が当初は職場での軋轢を
伴うとしても、職場の日本人社員の国際感覚の向上や職場の活性化をもたらすことは調査からも見え
てきた。こうした効果に眼を向け、国境を越えて活躍できる様々な人材を、特に県内にたくさん在住
している留学生の採用という形で確保・育成することは意味のあることであろう。グローバル化した
世界を背景に少子高齢化社会が進む中で、企業として発展を遂げ、地域の活性化にもつなげることに
資することとなると考える。前述したように、県内の留学生は、必ずしも「典型的な」グローバル人
材というよりも、地元に馴染み、「県内の大学や大学院で学びながら培ってきた人間関係や生活のし
やすさ、土地勘などが魅力となって県内で就職を決めようとしている」タイプが多く、地方圏に於け
るひとつのグローバル化の形として、留学生および企業双方にとって有効な選択肢と考えられる。
こうしたことから、当面は「日本人らしい」外国人の採用が進むということになろうが、しかしな
がら、その場合でも、企業サイドとしては、留学生が力を発揮して企業の発展にもつなげるために、
日本の企業の雇用システムが世界の中ではむしろ異質な面が多いことを認識して、外国人にとって働
きやすい制度や企業環境の構築が不可欠であろう。例えば、留学生などの外国人の高度人材の採用と
活用に向けた経営方針や求める人材像を明確にし、それを外部に発信すること、評価基準の明確化な
どのモチベーションを高めるための人事制度の導入、多様性のある職場についての日本人社員の認識
を高める取り組みなどである。こうした取り組みは、今後、職場の中で外国人だけでなく、若者、女
性、高齢者等多様な意識と能力を持つ人材が多様な働き方をすることが増える中で、企業にとって不
可欠な取り組みとなるのではないかと考える。さらに、地元への愛着やエネルギーを持った留学生は
貴重な存在で、社内活性化のための要員、母国との架け橋役といった役割だけでなく、たとえ短期間
で帰国しても、ビジネスチャンスにつながる存在になる可能性（企業家、起業家、消費者、ネットワー
ク構築の絆としても）を持っている。そういう存在として、企業・地域全体で長期的に、戦略的に県
内で学んだ留学生をどう活用するかという視点をもって取り組むことが必要と考える。　
一方、留学生の側についても対策が必要と思われる。前述したとおり、就職活動をする前に、自分
が学んできたことや強みなどについて自己を理解すること、日本の産業・企業、そこでの雇用の仕組
みや考え方を理解することを始め、自分が将来どう生き、どう働くか、どうキャリアデザインをして
いくかを考えさせるような様々なキャリア教育を実施していく必要があろう。宇都宮大学では経済界
とも連携して留学生に対する体系的な支援に着手したところであるが、その支援の現場からも、近い
将来であれ、自分がどのような生き方・働き方をしたいか、そのためにはどのようなタイプの企業に
就職したいのかが明確でないままに就職活動に突入し失敗していく事例が多く見られる。したがって、
留学生が学ぶ大学として、いわゆるキャリア教育を早期から体系的に実施していくことの必要性は大
きいと考えられる。また大学内外の生活の中で人的なネットワークを構築することや日本語能力の獲
得が重要であることの認識を高めていく工夫も求められる。
以上に加え、企業調査結果にみられたような留学生への企業の先入観・イメージの払拭、また、留
学生の日本企業についての理解不足等の払拭のために、就職活動の前段として、留学生と企業の交流
の場の設定が非常に重要であることが示唆される。
最後に、今後の課題についてであるが、今回、広範な観点から、栃木県内の留学生と企業を対象に
調査を実施し、留学生と企業双方からの実態と意識についての基礎的な資料を得た。留学生の就職問
題を考えるにあたっては、こうした資料を踏まえ、就職の成否に関わる様々な要因と実際の就職の成
功との関係について、さらに、要因ごとに精緻に分析を加え事例研究を進めるとともに、地元企業の
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グローバル化の進展度合いや、それぞれの段階で必要な人材とその課題についても、事例研究を進め
論点を整理する必要があると考える。そうした成果に基づき、さらに地方圏における留学生のキャリ
ア教育や就職支援のあり方、企業にとって必要な対応のあり方の考察と実践を深めていきたい。
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